
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

14:00 ～元旦礼拝

李 雋英

早天祈祷会6：00~

来週の奉仕者
（１２月１9日）

行司 伝道師
西嵜 芳栄
藤原 友規子
神達 良子

山本 麻美
岩﨑 雅弘
河島 弘子
李 雋英
酒井 美津子
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今週は… ヨブ 33章～ 36章

　～リビングライフより～

「こんな私だけど喜ばれる」「こんな私だけど喜ばれる」

司 　 　 会
代表祈祷　
献 　 　 金

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ
アッシャー

要約（次週）
ｺﾗﾑ（次 週）
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：
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聖 日 準 備
（ 消 毒 ）

食 事
片　付　け

森田毅　新開陽

小根久保ゆう太

カウントダウン

湯浅八重子

近藤昭恵

（ ２０２１年12月５日 ）

（要約者： 澤口  建樹）

　今日はテモテ人への手紙Ⅱ 4 章の 1 節 ~8 節を分かち合っていき
ましょう。この手紙は、パウロが二度目のローマの獄中生活の中に
おいて、殉教の直前、いわゆる処刑直前に書かれた、最後の書物だ
と言われています。この時のパウロは、神様から受けた使命を全うし、
自分に任せられた走るべき道を走り終え、自分がこの地に残された
時間がもう少しであることを知っていました。そしてそんな中で、
命がけで第 2 回第 3 回とパウロと伝道旅行を共にした、子どものよ
うな存在であり、自身の弟子であったテモテに向けて、パウロ自身
の壮大な人生、生き様を通して伝えた最後の遺言のメッセージであ
るとされています。テモテに対して、そして私たちに対して、パウ
ロがこの章で伝えているメッセージはとてもシンプルです。それは
『御言葉を宣べ伝えること』です。
『みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりな
さい。忍耐の限りを尽くし、絶えず教えながら、責め、戒め、また
勧めなさい。』（Ⅱテモテ4:2）
でも私達がすることは、今目に見える結果を予想して、恐れや不安
によって状況に合わせて宣べ伝えたり、宣べ伝えなかったりを判断
するのではなくて、本当に今必要な人に種をまく事です。たとえ、
実がならない状況に見えても、私たちが持っているその小さな種を
忍耐を持って蒔いていく事、その小さな行動から全てが始まります。
　御言葉に耳をふさいでいる難しい時代であるからこそ、そんな人々
に神様の愛の御言葉が必要です。このクリスマスの時、あなたが御
言葉を届ける場所、人はもう既に用意されている事を知りましょう。
「主よ、その人に今日、出会わせて下さい。」

牧 一穂 牧師
牧 唯恵 伝道師  
河 島稜
淺野 恵子

　

12 月の誕生者
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ふるさと
クリスマス
フェスティバル

クリスマス礼拝

農と食のWS

　クリスマスの時期だからこそ、「自分達のとっている行動で本当に
後悔がないか」と振り返ってみたいのです。私たちが行える恵みが
あるのです。今のあなたの心の向きを変える瞬間ではないでしょう
か。今あなたがとっている行動や生き方を、そのまま貫いて良いの
でしょうか。小さな積み重ねが大きな問題を招いていくことがあり
ます。ピリピの３章は「信じることの喜び」信じることは何なのか。
を教えています。

　神様は、私たちの人生に死という大切な時間を下さいました。も
ともとは、罪というものがなかったので、死というものは私たちの
中にはなく、死に追い立てられることはなかったのです。しかし、
罪を招いた人間は、罪を制するために終わりというものが必要なの
です。もし、終わりがなければ人はその罪を改めるチャンスがあり
ません。死という存在があるからこそ、自らが終わるということを
考えるのです。人にはゴールがあるからこそ、ゴールに向かう思い
が与えられます。しかし、ゴールがなければ走る必要がありません。
ですから神様は罪のない人間には永遠を与え、罪を持った人間にも
永遠に向かうためのゴールを与えたのです。これが死です。ですから、
私たちにとって死は呪いではなく、死は呪いのように見える神の愛
のギフトなのです。死を招いたのは蛇であり悪魔の導きだったので
すが、しかし、神は死を持って益と変えられました。
『神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々のた
めには、神がすべてのことを働かせて益としてくださることを、私
たちは知っています。』(ローマ 8:28)
神様は全てを働かせてそうなるように、いにしえの人間（アダムと
イヴ）の最初の罪（原罪）をも益に変えたのです。それがキリスト
の誕生です。最初（キリストの誕生）が人間の為の神様からのギフ
トだから最期（人間の死）もギフトなのです。だからこそ、死があ
るので生き様を考えてふるまう事ができます。

◎主にあって喜びなさい
喜ぶことを決断することにより、私たちは永遠の恵みを得られ変わ
ることがありません。
◎犬に気をつけて、悪い働き人に気をつけて、肉体だけの割礼の者
にきをつけて
喜ぶとは平和、安全なのです。私たちの行動を邪魔するものたちに
気をつけなさい。悪魔は「わかるよ」と、開き直らせます。しかし、
イエス様は理解してくれますが、自分が悪かったと気付かせて戻し
てくださいます。罪も益としてくださいます。「肉体の割礼」誘惑す
るものが私たちの周りにたくさんあるのです。すべては私たちのう
ちに罪があることを認めなければ、回復は起こりません。クリスチャ
ンだから、洗礼を受けているからといって聖いわけではありません。
問題が起こった時に聖霊による決断ができるかどうかです。パウロ
は人間的なものを頼るだけの特権を誰より持っていました。しかし、
そのようなものに頼らないと決断しました。私達はどうでしょうか？
私達にできることは「私を守って下さい。」と祈る事です。人間的な
ものに頼るのではなく、神様を信じて頼れるかどうかが大切です。
◎神から与えられる義
自分は間違っているのに正しい姿をして生きる人になりたいのか、
自分は間違っていると認め、神には正しいと認めてもらえる人とし
ていきるのかを、選ばなければなりません。私たちは神から与えら
れる義を持つことができる望みを持つことができます。
◎キリストの死と同じ状態になり
キリストは十字架に架かりながら、私たちの兄となり、苦しみを担
いつつも望みが絶えることがないことを教えてくれています。
【ただ捕らえようとして、追求しているのです。
それを捕らえるために、人間的に頼っている物を捨てましょう。
◎一事に励んでいます
うしろのもの忘れ、ひたむきに勝利の冠を得る者として走りましょう。
◎神の栄冠を得るために、目標を目指して一心に走っているのです。
神様によって終わりがあり「よくやった」と言ってくれる時がある
のです。その間を、全てを主にささげて生きたいのです。
◎神はそのこともあなたがたに明らかにしてくださいます。
神様はあなたを失格者としません。
パウロがサウロだった時、神様は「ダマスコ（まっすぐな道）」を用

意されました。私達にも同じように「真っすぐに行け。」と言われ
ています。神様はハマルティア（的外れ）をメタノイア（悔い改め）
に導かれます。それを選ぶのはあなたです。

　650 年間続いたハプスブルク帝国が崩れ去った後、亡命先で政治
家としてまた王家の末裔として正しく生きた彼の葬式の中で、ハプ
スブルク家の厳かな儀式が行われました。

宮内大臣が固く閉ざされた鉄の扉を銀の杖で叩くと、霊廟の院長が
尋ねる。
「そちは何者か。ここに入るを願う者は？」
「それがしは皇帝。オーストリアの皇帝にして、ハンガリーの王な
る者ぞ」と答えると再び
「予はその者を知らぬ。当院に入るを願う者は何者なるぞ？」と問
われ、
「それがしは皇帝フランツ・ヨーゼフなる者。ハンガリーの使徒
王、・・・（中略）クラインの公なる者なり」と答える。院長はさら
に尋ねる。
「予はその者を知らぬ。当院に入るを願う者は何者なるぞ？」
「それがしは、あわれな罪人の一人。神の恩寵を願う者なり」
と３度目に宮内大臣がひざまずき答えると
「さらば、入るがよい」
と許され、鉄の扉が静かに開いた。

彼が何をしたかではなく、何を選んだから天国に行けるのでもない
のです。あなたはどれだけ失敗しても神の元に行くことができます。
それは神様からの一方的な恵みです。しかし、あなたがどう決断す
るかによってあなたに与えられるものを失うこともできるのです。

ピリピ 2: 1～15　

私たちの最期に神から贈られることば…

『キリストは神の御姿である方なのに、神のあり方を捨てられ
ないとは考えず、ご自分を無にして、仕える者の姿をとり、人
間と同じようになられました。人としての性質をもって現れ、
自分を卑しくし、死にまで従い、実に十字架の死にまでも従わ
れました。それゆえ神は、この方を高く上げて、すべての名に
まさる名をお与えになりました。』(ピリピ 2:6-9)
これがあなたの最期の日に読まれる神様のメッセージです。
　
　ピリピの手紙は、この道を選ぶ人に祝福を与えると約束した
手紙です。私たちはもう一度喜びたいのです。どのような状況
があなたの目の前にあり、どのような裏切りがあっても、それ
らはすでにキリストが解決してくれたことです。あとはそれを
私たちが受け取ることができるかどうかです。彼は受け取るこ
とができるようにあなたの隣によりそい導こうとしています。
だから私たちは今日あなたの痛みを神様に委ねて、あなたは神
様と共に生きる道を選びたいのです。イエス様は私達と一緒に
いる為にご自分を捨て、十字架に架かられました。神の選びは
ただただ恵みです。だからこそ選ばれた私達はこの地上で何か
をする義務があります。

あたなはまだ自分の安心を得る為に頼るべきでないものを頼ります
か？
人間的なものに心を向けて人生を歩みますか？

もう一度十字架を思い出して本当のクリスマスを知りたいので
す。イエスキリストは全ての人から裏ぎられ、最後に神様から
も見捨てられました。「我が神、我が神。どうして私をお見捨
てになったのですか」それは、あなたにこの呪いの言葉を語ら
せないためです。彼が神を呪う言葉を発することで、あなたに
その罪を犯させないためだったです。彼は全てをあなたのため
にそれを行いました。私たちも今日その道を選ぶことができる
のではないでしょうか。私達に必要なのは祈りと賛美です。
この地上で私達の為に十字架に架かられる為に生まれたイエス
様に「主よ。私にあなたの道を選ばせてください。」と祈りと
賛美を捧げましょう。

早天祈祷会6：00~

　皆さん知っての通り私は神学校に入りまして、毎日自分との戦いです。
それが、吹っ切れたというか、心を改める機会となったのが有賀先生が
いらっしゃったときことです。「私も本当にイエス様のことを伝えたい」
と心と霊がいっぺんに変わったような感じがしました。その日から、「諦
めずに、何ことも喜び、やり続けてみよう」と決心しました。そう思っ
たものの、神学校の勉強をいつも先延ばしにしていた私は締め切りが
迫ってきて、しかも学校の授業だけではなく、教会の奉仕も、もちろん
いつものように与えられていました。早天のメッセージも週一で準備を
しています。授業のことで時間がない私はどうしても限られた時間で準
備しないといけなくて、それで本当に良かったのかともやもやとしまし
た。それでも、私が立ってメッセージを伝えないといけない日は変わら
ず私を待っていたので、準備した内容でメッセージをしました。それで
よかったのかなと不安は膨らんできて、心を入れ替え、イエス様を伝え
ようとしていたはずなのに、またもとに戻ってしまうのかと怖くもなり
ました。そんな中、日曜日の週報に一つ変化がありました。「早天の窓」
と書いてあって、新しく新設された欄でした。そこを見たら、見覚えの
ある内容が書かれてありました。私が早天で伝えたメッセージです。そ
のとき、曇っていた心が一瞬にして晴れ涙が出ました。このとき神様は
私に「ジュンヨン、私はあなたを喜ぶ。一緒歩み続けよう。」と言って
くれたように感じました。
『あなたはわたしの愛する子。わたしはあなたを喜ぶ。』マルコ 1:11
神様がイエス様に言われた言葉です。神様は私たちも息子として見て喜
ばれるのかと思うと、もうついていくしかありませんと心の中でもう一
度決断をするしかありませんでした。私が今自分の目線でダメだと思う
ときでも神様はそれをも益に変えてくださり、一緒に歩もうと励まし続
けてくださいました。こんな私を喜ぶ神様のために私はもっと良くなり
たいと願うことができました。これからも諦めずにイエス様についてい
きたいと願う一心です。

早天祈祷会6：00~

14 日　岡本克子　　
15 日　田城一愛
　  長谷かをる

早天祈祷会6：00~

20 日　湯浅八重子
22 日    新開未沙子
26 日　山本洋子
31 日    日名陽子

　　20：00~県北祈祷会

 ア ド ベ ン ト Ⅲ  礼  拝 ア ド ベ ン ト Ⅲ  礼  拝

３日　西嵜結愛　
４日　平澤愛実
　　　平澤義実　　
６日　李宰昇
　

　７日　 三村隆人
　 8 日　 金森清子 
　９日　 草井琴乃
　10 日　森田綾　　

早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

田城一愛  長谷かをる

新開未沙子

牧結果子  西嵜一喜

　

　　　

　　　 

　

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~

クリスマスのこのときにクリスマスのこのときに

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~

ピリピ3:1-15

　  各自

       各自

教会礼拝チーム    

岡本克子

森脇遼太

　　

ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ17：00~

神に称賛される私たちの生き方
光として輝け～喜びの再献身～

17 日　大岡香奈
　　  　岡本恵美子              
18 日　 森田毅
          　新開陽

　

ｼﾞｮｲﾌﾙ ｷｯｽﾞ15：00~

大岡香奈  岡本恵美子

日名陽子

丸谷利清

サントピア

　

アドベントⅢ

クリスマスイブ礼拝
クリスマス

誕生者のお祝い
餅つもたれつ感謝祭

山本洋子

死は神様からのギフト死は神様からのギフト

ハプスブルク王家の最後の皇太子、オットー・フォン・ハプスブルク

日名薫

浜田真智子 古谷裕美  

じょいふる＆ｻﾝﾃﾞｰ
コラボ企画
15：00 ～公園


